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５
月
は
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
と
２
時
間
授

業
・
給
食
で
あ
わ
た

だ
し
い
１
か
月
で
し

た
。
ロ
ー
マ
字
を
ま

だ
学
習
し
て
い
な
い

低
学
年
の
子
に
ロ
ー

マ
字
入
力
の
ロ
グ
イ

ン
や
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
た
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
フ
ォ
ー

ム
に
選
択
式
で
答
え

た
り
す
る
こ
と
を
教

え
る
な
ど
今
ま
で
や

っ
た
こ
と
の
な
い
学

習
を
す
る
こ
と
に
な

り
大
変
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
の

時
間
の
大
切
さ
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
１
か

月
で
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

組
合
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
取
り
組
み
も

交
流
で
き
、
こ
の
状

況
が
し
ん
ど
い
だ
け

で
は
な
く
、
直
接
会

っ
て
い
な
く
て
も
一

緒
に
支
え
あ
う
仲
間

が
い
る
こ
と
に
も
ま

た
気
づ
く
こ
と
が
で

ま
し
た
。

　

６
月
か
ら
は
新
体

力
テ
ス
ト
に
水
泳
学

習
、
ま
た
林
間
学
習

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課

題
は
あ
り
ま
す
が
、

一
つ
ず
つ
何
の
た
め

に
、
誰
の
た
め
に
や

る
の
か
を
考
え
て
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ

　
　 

だ
よ
り
６月

　

「
ア
ベ
・
ス
ガ
改
憲

を
許
さ
ず
憲
法
が
生
き

る
社
会
の
実
現
」
を
掲

げ
５
月
22
日
、
憲
法
大

学
習
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
か
れ
ま
し
た
。
大

阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ

ン
タ
ー
主
催
。

　

上
智
大
学
の
中
野
晃

一
教
授
（
安
保
法
制
の

廃
止
と
立
憲
主
義
の
回

復
を
求
め
る
市
民
連

合
、
立
憲
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
の
会
）
が
、「
菅
政

権
の
特
質
と
野
党
共

闘
」
と
題
し
て
講
演
し

ま
し
た
。

　

菅
内
閣
と
は
何
な
の

か
。
田
中
真
紀
子
氏

は
、「
安
倍
家
の
生
ご

み
の
バ
ケ
ツ
の
フ
タ
」

と
称
し
た（
注
『
論
座
』

20
年
９
月
９
日

―
安

倍
政
権
で
は
例
え
ば
森

友
問
題
で
公
文
書
の
改

ざ
ん
が
あ
っ
た
り
、
財

務
省
の
職
員
が
自
殺
し

た
り
、
で
も
そ
の
責
任

を
あ
い
ま
い
に
す
る
う

そ
と
は
ぐ
ら
か
し
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
国
民

の
不
満
も
募
っ
て
い

た
。
な
の
に
そ
う
し
た

悪
臭
紛
々
と
し
た
生
ゴ

ミ
を
安
倍
家
の
台
所
か

ら
出
し
て
、
バ
ケ
ツ
に

押
し
込
め
る
。
そ
の
ふ

た
を
す
る
の
が
菅
政
権

の
役
割
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
）。

　

「
モ
リ
・
カ
ケ
・

桜
」、
腐
敗
、
行
政
の

私
物
化
が
ス
ー
パ
ー
世

襲
政
党
の
自
民
党
に
よ

り
続
い
て
い
る
。
安
倍

な
き
安
倍
政
権
を
存
続

中
学
校
分
会
交
流
会

学
習
権
を
守
る
学
校
の
取
組

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で

質
問
を
引
き
出
せ

夏
季
手
当
６
月
30
日 

２・２
２
５
月

ワ
ク
チ
ン
接
種
、副
反
応 

特
休
を

さ
せ
る
こ
と
に
よ
る

「
２
０
１
２
年
体
制
」

が
確
立
す
る
。

自
民
党
の

勝
利
の
方
程
式

　

「
２
０
１
２
年
体

制
」
と
は
何
か
。
自
民

党
の
「
絶
対
得
票
率
」

（
棄
権
者
を
含
め
た
有

権
者
全
員
の
う
ち
の
得

票
率
）
は
、
12
年
、
14

年
、
17
年
の
「
圧
勝
」

も
、
実
際
に
は
09
年
の

「
惨
敗
」
よ
り
も
得
票

率
が
低
い
！
（
表
参

照
）
投
票
率
が
高
い
と

「
惨
敗
」
し
、
投
票
率

が
低
い
と
「
圧
勝
」
す

る
。
自
民
党
の
「
勝
利

の
連
立
方
程
式
」
は
、

立
憲
野
党
の
分
断
＋
低

投
票
率
。
選
挙
制
度
の

面
か
ら
考
え
る
と
、
勝

負
の
「
形
」
を
つ
く
る

に
は
、
野
党
共
闘
が
不

可
欠
。
し
か
し
、
勝
負

の
「
形
」
が
で
き
て

も
、
勝
利
が
約
束
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の

も
、
ま
た
事
実
。

　

ト
ラ
ン
プ
時
代
の

「
ポ
ス
ト
真
実
」
の
政

治
手
法
。
一
つ
の
不
祥

事
や
悪
法
な
ら
命
取
り

に
な
る
が
、
複
数
の
不

祥
事
や
悪
法
が
相
次
ぎ

政
権
が
延
命
す
る
。

「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
」

（
新
し
い
平
常
）
と
し

て
の
「
新
し
い
無
知
」

＝
「
思
考
停
止
」
状
態

が
広
が
っ
て
い
る
。

　

安
倍
か
ら
菅
へ
の
政

権
継
承
は
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
保
守
の
危
機
を

「
改
革
保
守
」
が
救
う

パ
タ
ー
ン
（
中
曽
根
、

細
川
・
小
沢
、
橋
本
、

小
泉
、
小
池
、
維
新

…
）。

　

維
新
的
な
自
称
「
改

革
派
」
の
右
派
勢
力
が

保
守
の
危
機
を
救
う
と

い
う
パ
タ
ー
ン
が
、
都

市
部
を
中
心
に
全
国
的

に
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
。

　

衆
議
院
選
挙
で
は
、

ま
だ
一
度
も
野
党
共
闘

が
実
現
し
て
い
な
い
。

「
新
し
い
無
知
」
状
態

に
あ
る
有
権
者
に
投
票

所
に
行
き
、
立
憲
野
党

に
投
票
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、「
自
信
の
回

復
」
＋
「
怒
り
の
共

有
」
を
「
希
望
の
行

動
」
と
つ
な
げ
る
こ
と

が
必
要
。
医
療
の
削
減

や
外
国
人
の
人
権
を
守

ろ
う
と
し
な
い
政
権
の

姿
を
明
ら
か
に
し
、
こ

う
し
た
日
本
を
変
え
な

い
と
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
が
守
れ
な
い
と
、
自

称
「
改
革
派
」
勢
力
と

の
違
い
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
必
要
。

　

行
動
提
起
と
し
て
、

「
立
憲
野
党
の
政
策
に

対
す
る
市
民
連
合
の
要

望
書
―
い
の
ち
と
人
間

の
尊
厳
を
守
る
『
選
択

肢
』
の
提
示
を
」
の
普

及
、
学
習
が
呼
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
分
会
交
流
会

を
５
月
15
日
に
行
い
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言

発
出
の
中
、
市
長
の
違

法
な
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
」
強
制
に
よ
る
学
校

現
場
の
実
態
を
交
流
し

ま
し
た
。

　

双
方
向
通
信
は
各
区

に
割
り
当
て
ら
れ
た
週

40
分
の
み
と
回
線
が
十

分
整
備
さ
れ
て
お
ら

ず
、
不
具
合
が
続
発
す

る
中
で
、
午
前
中
は
プ

リ
ン
ト
等
の
家
庭
学

習
、
感
染
が
一
番
心
配

さ
れ
る
給
食
の
た
め
の

登
校
。
対
面
授
業
は
１

日
た
っ
た
の
２
時
間
の

み
。

　

府
内
他
市
は
通
常
授

業
で
、
維
新
市
政
に
よ

る
生
徒
の
学
習
権
の
剥

奪
が
さ
れ
る
中
、
あ
る

中
学
校
で
は
、
午
前
中

に
不
登
校
生
を
登
校
さ

せ
て
学
習
保
障
。
ま

た
、
別
の
学
校
で
は
、

「
教
育
課
程
の
編
成
権

は
学
校
に
あ
る
」
を
根

拠
に
、
授
業
時
間
数
の

カ
ウ
ン
ト
の
有
無
に
関

係
な
く
、
生
徒
達
が
犠

牲
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
生
徒
の
学
習
権
を

守
る
立
場
で
、
４
時
間

の
対
面
授
業
を
行
っ
て

い
る
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

様
々
な
現
場
の
奮
闘

ぶ
り
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
青
年
の
参
加
も
あ

り
、
活
発
な
意
見
交
換

が
出
来
ま
し
た
。

「菅内閣は安倍家の生ゴミのバケツのフタ」  

立憲野党で政権交代憲法学習会

　

教
採
突
破
講
座
（
５

月
29
日
予
定
の
１
・
５

回
）
は
、
緊
急
事
態
宣

言
の
も
と
、
会
場
が
使

用
不
可
と
な
り
、
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ー
ト
対
策
の

講
座
が
中
止
と
な
り
ま

し
た
。

　

相
談
が
相
次
い
だ
た

め
、
個
別
に
相
談
を
行

い
ま
し
た
。
資
料
は
合

格
者
の
体
験
談
、「
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
質

問
を
引
き
出
せ
」。「
一

つ
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
（
面
接
で
）
い
ろ

ん
な
質
問
を
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
今
か
ら
考

え
て
い
き
ま
す
」
と
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
具
体
的
な
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
作
成
の
ア

ド
バ
イ
ス
は
、「
一
文

は
短
く
」「
自
分
の
経

験
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
」

「
読
み
手
に
伝
わ
る
具

体
的
な
書
き
方
を
」。

　

「
他
の
人
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
も
参
考
に

な
り
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

試
験
に
臨
む
心
得
と

し
て
、
読
み
や
す
い
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書

き
方
だ
け
で
な
く
、
服

装
、
貼
付
す
る
写
真
な

ど
に
つ
い
て
も
考
え
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
が
、
会

場
使
用
に
つ
い
て
は
制

限
が
一
部
緩
和
さ
れ
ま

し
た
。
講
座
開
催
、
申

し
込
み
に
つ
い
て
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

市
労
組
連
は
５
月
26

日
夏
季
要
求
の
団
体
交

渉
を
行
い
市
側
回
答
を

得
ま
し
た
。

　

夏
季
手
当
２
・
２
２

５
月
を
６
月
30
日
に
支

給
。
期
末
手
当
１
・
２

７
５
月
。
勤
勉
手
当
は

原
資
を
０
・
95
月
と

し
、
昨
年
度
の
人
事
考

課
に
お
け
る
相
対
評
価

区
分
に
応
じ
、
第
１
か

ら
第
３
区
分
の
職
員
に

は
０
・
95
月
プ
ラ
ス
割

増
支
給
。
第
４
区
分
は

０
・
９
３
８
月
。
第
５

区
は
０
・
９
２
５
月
～

０
・
85
月
。
再
任
用
職

員
は
１
・
１
７
５
月
。

期
末
手
当
０
・
７
２
５

月
。
勤
勉
手
当
は
原
資

を
０
・
45
月
と
し
、
第

１
か
ら
第
３
区
分
は
０

・
45
月
。
第
４
区
分
は

０
・
４
３
７
月
、
第
５

区
分
は
０
・
４
３
１
月

～
０
・
４
１
５
月
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
に
奮

闘
す
る
職
員
・
教
職
員

の
要
求
に
応
え
な
い
も

の
で
す
。
夏
季
休
暇
増

日
数
、
半
日
取
得
の
要

求
に
も
応
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

市
労
組
連
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
下
で
の
勤
務
労

働
条
件
に
関
す
る
緊
急

要
求
書
」
を
提
出
し
、

医
療
従
事
者
等
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
、
接
種
に
伴

う
副
反
応
が
生
じ
た
場

合
、
特
別
休
暇
等
を
付

与
す
る
こ
と
を
求
め
ま

し
た
。

　

「
大
阪
市
保
健
所　

コ
ロ
ナ
対
応
職
員
の
３

分
の
１
が
残
業
『
過
労

死
ラ
イ
ン
』」
と
５
月

19
日
に
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。
感
染
症
対
応
業
務

等
に
従
事
す
る
職
員

の
、
長
時
間
過
重
労
働

や
、
精
神
的
負
担
は
限

界
で
す
。

　

保
健
所
等
の
体
制
拡

充
に
必
要
な
予
算
を
確

保
し
、
年
度
途
中
に
も

職
員
や
医
師
、
看
護

師
、
保
健
師
等
の
専
門

職
の
採
用
を
す
す
め
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

自民党の絶対得票率と議席率
17％の得票率で議席の60％
衆院
選挙 投票率 絶対得票率

（比例）
議席率
（計）

2009 69.3 18.1 24.8

2012 59.3 16.0 61.3

2014 52.7 17.0 61.1

2017 53.7 17.5 60.4

◦2009年、自民・公明政権退場
◦2012年、自民・公明政権復活
◦第２次安倍内閣2012.12～2020.9

大阪市教・教採突破講座

第29回大阪市教教研集会

○６月19日（土）13：30
　１次試験面接直前対策
○７月31日（土）13：30
　２次試験面接・場面指導対策

〈申し込みは、HPで確認を〉

○10月16日（土）午後
　記念講演、分科会、「学び屋台」など
第１回　実行委員会　６月25日
　　　　会場：アネックスパル法円坂


